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１． 背景と目的 

原子力プラントの運転中通常時から事故時の建屋内線量率監視に向け、単一光子測定法を適用

した高感度光ファイバ型放射線モニタを開発中である 1)。光ファイバ型は耐環境性 (温度、放射線、

湿度)及び耐電気ノイズ性に優れ、遠隔動作確認可能な利点を有する。一方、製品適用時の課題は

エネルギー特性の平坦化であり、IEC 60532 2)に準拠する必要がある。本研究では前述の国際規格

に準拠する高感度光ファイバ型放射線モニタの開発を目的に、シミュレーションによるエネルギ

ー特性平坦化方法の検討と産総研標準校正場における試作モニタのエネルギー特性を評価した。

目標はエネルギー範囲 80 keV ~ 1.5 MeVにおける 137Cs (662 keV)に対する相対感度-25% ~ +40%以

内である 2)。 

２．試験方法と評価結果 

エネルギー特性の平坦化に向け、図 1 に示すように、密度の異なる金属ハウジングをシンチレ

ータの外側に設置し、低エネルギー (80 ~ 253 keV)及び高エネルギー (253 keV ~ 1.25 MeV)放射線

を選択的に検出可能な検知部を開発し、PHITSを用いて 137Csに対する相対感度を評価した。また、

試作モニタのエネルギー特性を評価し、80 keVから 1.25 MeVのエネルギー範囲における相対感

度は目標を満足する-16% ~ +28%であることを確認した (図 2)。 
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